

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図1高 句 麗 古墳 出土 の石柱
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図2厂 朱鮪 」墓 の墓 室 と石祠 堂
徐
州
銅
山
県
青
山
泉
白
集
の
画
像
石
墓
(報
文
で
は
後
漢
末
頃
と
す
る
)
に
付
随
す
る
祠
堂
も
や
は
り
南
面
し
、
位
置
と
し
て
は
墓
室
の
側
面
か
ら
南
側
に
約
八
・
五
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
場
所
か
ら
発
見
さ
れ
　ぬ
　
て
い
る
。
同
じ
く
徐
州
銅
山
県
洪
樓
の
画
像
石
墓
で
も
、
墓
室
の
西
側
四
・
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
祠
堂
の
画
像
石
と
み
ら
れ
る
も
の
が
　お
　
発
見
さ
れ
て
い
る
。
天
津
市
武
清
県
の
鮮
于
瑳
墓
(延
光
四
年
〈紀
元
一
二
五
年
〉
没
)
で
は
墓
室
の
正
面
南
側
か
ら
六
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
位
置
か
ら
墓
碑
(延
熹
八
年
〈
紀
元
一
六
五
年
〉
に
立
碑
)
と
と
　が
　
も
に
祭
祀
用
と
み
ら
れ
る
建
物
の
基
礎
が
み
つ
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
例
で
は
す
で
に
封
土
は
残
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
祠
堂
と
み
ら
れ
る
も
の
と
の
、
よ
り
詳
細
な
相
対
的
位
置
関
係
は
推
測
す
る
し
か
な
い
が
、
お
そ
ら
く
封
土
の
周
縁
部
に
建
て
ら
れ
て
い
た
九
五
九
六
　　
　
と
い
う
、
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
の
推
測
は
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
(図
2
)
つ
ま
り
、
祠
堂
は
一
般
的
に
は
墓
室
と
の
位
置
関
係
で
言
え
ば
、
五
～
一
〇
メ
ー
ト
ル
程
度
離
れ
、
多
く
の
場
合
は
南
側
の
封
土
の
裾
の
部
分
に
建
て
ら
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
位
置
は
必
ず
し
も
墓
門
の
正
面
に
あ
た
ら
ず
、
ま
た
常
に
南
側
に
あ
る
と
も
限
ら
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
佐
原
康
夫
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
祠
堂
の
位
置
は
墓
室
だ
け
で
な
く
、
墓
域
全
体
　　
　
の
平
面
規
格
と
も
関
連
し
て
、
か
な
り
融
通
を
き
か
し
て
建
築
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
再
び
、
先
に
『水
経
注
』
な
ど
の
記
述
に
よ
っ
て
そ
の
実
態
を
み
た
祠
堂
の
位
置
と
対
照
検
討
す
る
と
、
「冢
上
」
で
行
わ
れ
る
祭
祀
の
場
所
と
さ
れ
る
祠
堂
は
実
際
は
墓
の
傍
ら
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
「冢
上
」
の
「祠
堂
」
と
は
我
々
の
感
覚
で
理
解
す
る
墓
の
「上
」
で
は
な
く
て
、
墓
の
「傍
ら
」
で
あ
る
こ
と
が
、
文
献
と
考
古
資
料
と
の
吟
味
か
ら
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
5
「碑
文
」
の
布
告
対
象
と
立
碑
場
所
広
開
土
王
碑
と
広
開
土
王
陵
の
位
置
関
係
に
つ
い
て
、
す
で
に
ふ
れ
た
た
「
墓
の
う
え
」
と
「墓
の
ほ
と
り
」
と
い
う
二
つ
の
立
場
を
吟
味
す
る
際
に
参
考
と
な
る
例
と
し
て
、
と
く
に
墓
す
な
わ
ち
冢
の
「上
」
と
し
て
の
用
語
例
、
用
例
に
注
目
し
て
中
国
後
漢
代
を
中
心
と
し
た
「
冢
上
」
祭
祀
に
つ
い
て
の
例
を
あ
げ
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
い
く
つ
か
の
記
述
を
ひ
い
て
概
観
し
た
よ
う
に
、
中
国
後
漢
代
を
中
心
と
し
た
用
例
で
は
祖
先
の
墓
所
と
し
て
の
冢
に
関
す
る
「冢
上
」
の
祠
堂
は
「墓
の
ほ
と
り
」
に
位
置
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
祠
堂
を
用
い
て
、
後
漢
時
代
に
は
墓
祭
が
季
節
ご
と
に
「
冢
上
」
す
な
わ
ち
墓
の
ほ
と
り
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
た
。
ま
た
、
文
献
の
記
載
で
み
た
よ
う
に
「上
冢
」
と
は
墓
に
参
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
後
漢
代
の
祠
堂
の
関
す
る
用
語
例
・
用
語
法
を
、
そ
の
ま
ま
広
開
土
王
碑
文
自
体
の
解
釈
に
あ
て
は
め
る
こ
と
は
隠
当
と
は
言
え
ま
い
。
書
体
、
書
風
の
観
点
か
ら
は
、
「
永
和
十
三
年
」
(三
五
七
年
)
と
い
う
紀
年
を
有
す
る
安
岳
三
号
墳
や
「永
楽
十
八
年
」
(四
〇
八
年
)
の
墨
書
紀
年
の
あ
る
徳
興
里
古
墳
、
そ
し
て
紀
年
は
な
い
が
文
章
の
内
容
か
ら
五
世
紀
盛
期
に
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「牟
頭
婁
」
と
い
う
人
物
の
墓
で
あ
る
と
み
ら
れ
て
い
る
牟
頭
婁
な
ど
の
の
広
開
土
王
碑
　タ
と
時
代
的
に
前
後
す
る
高
句
麗
古
墳
の
墨
書
墓
誌
に
は
西
域
で
出
土
し
た
六
朝
時
代
の
写
経
の
影
響
を
想
定
す
る
見
解
も
あ
る
。
ま
た
、
広
開
土
王
碑
文
に
使
わ
れ
て
い
る
異
体
字
が
北
魏
の
「寇
演
墓
誌
」
(五
一
九
年
)
な
ど
と
類
似
す
る
と
し
、
北
魏
と
の
文
字
文
化
の
交
流
や
、
主
と
し
て
七
世
紀
以
前
の
中
国
・
朝
鮮
半
島
・
日
本
の
金
石
文
の
比
較
か
ら
、
中
国
北
朝
の
東
魏
・
北
斉
か
ら
高
句
麗
・
新
　れ
　
羅
を
へ
て
日
本
へ
と
い
う
字
体
の
流
れ
を
推
定
す
る
見
解
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
「碑
文
」
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
み
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
使
用
さ
れ
て
い
る
言
葉
の
個
別
的
用
法
、
用
例
に
つ
い
て
無
前
提
に
中
国
の
例
を
そ
の
ま
ま
に
適
応
さ
せ
て
理
解
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
意
味
の
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
浜
田
耕
策
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
広
開
土
王
碑
は
高
句
麗
の
碑
文
で
あ
る
こ
と
を
　む
　
常
に
念
頭
に
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
の
広
開
土
王
陵
比
定
論
争
の
な
か
で
、
碑
の
位
置
づ
け
を
中
国
に
お
け
る
神
道
碑
、
紀
功
碑
、
墓
碑
な
ど
の
枠
内
で
の
み
理
解
し
よ
う
と
し
た
方
向
と
異
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
前
迭
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
で
は
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
武
田
幸
男
氏
が
広
開
土
王
碑
文
そ
の
も
の
の
中
か
ら
「上
」
と
い
う
用
法
を
検
討
さ
れ
た
こ
と
が
も
っ
と
も
基
本
的
な
方
法
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
中
国
の
史
・
資
料
を
広
開
土
王
碑
文
の
語
句
解
釈
の
テ
キ
ス
ト
と
す
る
の
で
は
な
く
、
中
国
で
の
同
じ
語
句
の
用
法
・
用
例
が
、
旦
ハ体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
文
脈
の
な
か
で
、
い
か
な
る
実
際
的
状
況
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
か
を
み
て
、
そ
の
脈
絡
自
体
を
「碑
文
」
解
釈
の
参
考
と
す
る
こ
と
は
無
為
で
は
な
か
ろ
う
。
ま
た
、
い
っ
ぽ
う
に
お
い
て
は
耿
鉄
華
氏
の
よ
う
に
、
高
句
麗
王
陵
の
陵
園
制
度
が
秦
漢
代
以
降
の
中
原
地
域
お
よ
び
三
燕
な
ど
北
　れ
　
方
地
域
の
影
響
の
も
と
に
形
成
さ
れ
た
と
い
う
見
解
も
あ
る
。
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
認
め
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
も
、
主
と
し
て
漢
代
以
降
の
中
華
世
界
に
お
け
る
冢
墓
の
祭
祀
の
な
か
で
祠
堂
と
墓
の
祭
祀
行
為
に
お
け
る
相
対
的
関
係
や
物
理
的
な
配
置
に
つ
い
て
の
基
本
的
認
識
は
、
広
開
土
王
碑
と
そ
の
効
力
の
対
象
と
な
る
陵
墓
の
有
機
的
構
造
を
さ
ぐ
る
際
の
端
緒
と
は
な
ろ
う
。
や
や
悔
渋
な
表
現
と
な
っ
た
が
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
主
と
し
て
中
国
・
後
漢
代
の
「
冢
上
」
「墓
上
」
と
い
う
語
句
を
使
用
す
る
高
句
麗
王
陵
域
に
お
け
る
広
開
土
王
碑
の
相
対
的
位
置
九
七
九
八
際
に
、
墓
に
対
し
て
祭
祀
を
初
め
と
し
た
な
に
か
の
行
為
を
な
す
際
に
は
、
「墓
の
ほ
と
り
」
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
を
も
と
に
し
て
、
今
日
に
お
い
て
も
、
た
と
え
ば
信
立
祥
氏
の
「論
漢
代
的
墓
上
祠
堂
及
其
画
像
」
と
い
う
論
文
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
漢
代
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
た
祠
堂
は
「
墓
上
」
す
な
わ
ち
「墓
の
側
」
「墓
の
ほ
と
り
　ゐ
　
に
」
あ
っ
た
こ
と
が
基
本
と
し
て
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
　
む
　
高
句
麗
王
陵
と
前
漢
代
の
墓
制
と
の
関
係
は
武
田
幸
男
氏
も
示
唆
し
て
い
る
が
、
中
国
で
の
墓
上
祠
堂
や
墓
上
祭
祀
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
ひ
る
が
え
っ
て
広
開
土
王
碑
文
の
場
合
に
お
い
て
、
「墓
上
」
と
い
う
語
が
、
ど
の
よ
う
な
文
脈
で
使
用
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
の
文
脈
を
み
て
み
よ
う
。
「碑
文
」
の
該
当
部
分
で
は
「上
祖
・
先
王
よ
り
以
来
、
墓
上
に
碑
を
た
て
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
守
墓
人
烟
戸
が
差
錯
し
た
」
と
い
う
の
で
あ
り
、
「た
だ
ひ
と
り
広
開
土
王
陵
の
み
が
、
こ
と
ご
と
く
祖
・
先
王
の
た
め
に
墓
上
に
碑
を
た
て
、
そ
の
烟
戸
を
銘
し
、
差
錯
し
な
い
よ
う
に
し
た
」
と
い
う
文
脈
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
す
で
に
先
学
に
よ
っ
て
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「烟
戸
を
銘
し
、
差
錯
せ
し
め
な
い
」
た
め
と
い
う
広
開
土
王
碑
に
立
碑
の
大
き
な
眼
目
が
こ
こ
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
導
か
れ
る
解
釈
は
、
「碑
文
」
が
常
に
守
墓
人
・
烟
戸
を
記
し
留
め
る
べ
き
文
章
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
部
分
の
み
に
対
す
る
言
及
で
は
な
い
が
、
武
田
幸
男
氏
が
広
開
土
王
碑
を
「石
刻
文
書
」
と
い
い
、
ま
た
、
碑
自
体
を
「
法
令
宣
布
の
恰
好
の
媒
体
」
と
し
て
　あ
　
い
る
の
は
、
い
み
じ
く
も
「碑
文
」
の
性
質
と
目
的
を
言
い
当
て
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
守
墓
人
・
烟
戸
を
差
錯
せ
し
め
な
い
こ
と
を
立
碑
の
一
つ
の
眼
目
と
し
て
い
る
広
開
土
王
碑
に
お
い
て
、
そ
の
対
象
と
な
っ
た
人
々
の
目
に
ふ
れ
、
実
際
に
そ
の
文
字
を
拝
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
石
刻
文
書
」
た
る
「碑
文
」
の
実
際
的
効
果
を
期
待
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
こ
れ
を
拝
す
る
人
々
の
す
べ
て
に
、
た
と
え
字
義
の
正
確
ま
た
は
詳
細
な
理
解
が
必
ず
し
も
完
全
に
な
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
も
、
物
理
的
な
実
体
と
し
て
の
「碑
文
」
が
対
象
と
す
べ
き
人
々
に
見
え
る
と
こ
ろ
に
、
彼
ら
に
と
っ
て
の
同
時
代
史
で
あ
り
、
政
治
的
お
よ
び
社
会
的
規
範
と
し
て
の
「碑
文
」
が
存
在
し
な
け
れ
ば
立
碑
の
目
的
自
体
が
そ
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
広
開
土
王
碑
文
が
ど
の
よ
う
な
人
々
を
対
象
と
し
て
刻
ま
れ
た
「
石
刻
文
書
」
で
あ
り
、
誰
を
読
み
手
と
し
て
、
何
の
た
め
に
立
て
ら
れ
た
「碑
文
」
な
の
か
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
問
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
重
要
な
問
題
に
対
し
て
は
、
近
年
、
李
成
市
氏
が
論
じ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ま
ず
、
「碑
文
」
が
「
あ
く
ま
で
高
句
麗
独
自
の
制
度
で
あ
る
守
墓
役
体
制
に
関
わ
る
法
令
宣
布
の
媒
体
」
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
立
碑
の
目
的
が
こ
こ
に
由
来
す
る
こ
と
を
「碑
文
」
解
読
の
中
心
に
す
え
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
の
上
で
、
こ
の
よ
う
な
基
本
的
性
格
を
有
す
る
碑
の
「読
者
」
を
具
体
的
に
想
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「碑
文
」
に
み
ら
れ
る
守
墓
人
の
売
買
を
禁
じ
た
法
令
と
そ
の
罰
則
規
定
の
分
析
に
よ
っ
て
、
広
開
土
王
碑
文
の
立
碑
さ
れ
た
時
期
に
は
、
高
句
麗
王
都
で
あ
る
集
安
で
は
「富
足
の
者
」
(「碑
文
」
の
用
語
)
が
王
陵
の
守
墓
人
を
転
売
し
た
り
、
「擅
(ほ
し
い
)
ま
ま
に
買
」
(「碑
文
」
の
用
語
)
っ
た
り
す
る
者
が
出
現
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
す
な
わ
ち
「
王
家
の
威
信
に
挑
戦
す
る
挑
戦
的
な
行
為
そ
の
も
の
」
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
行
為
が
可
能
な
階
層
と
し
て
は
、
王
の
み
が
な
し
う
る
は
ず
の
宗
廟
や
社
稷
の
祭
祀
を
行
っ
た
り
、
王
と
同
様
に
家
臣
団
の
ご
と
き
を
擁
し
て
い
た
と
さ
れ
る
高
句
麗
の
支
配
層
が
想
定
さ
れ
、
李
氏
が
「支
配
共
同
体
」
と
も
呼
ぶ
高
句
麗
の
族
制
的
色
彩
の
　ゆ
　
つ
よ
い
政
治
集
団
で
あ
る
五
部
を
対
象
と
し
て
い
た
と
結
論
す
る
に
い
た
る
。
こ
の
よ
う
な
李
氏
の
見
解
に
筆
者
も
基
本
的
に
賛
同
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「碑
文
」
に
刻
ん
だ
文
書
内
容
で
あ
る
守
墓
人
・
烟
戸
を
銘
し
、
差
錯
し
な
い
よ
う
に
せ
し
め
る
た
め
の
対
象
は
、
そ
れ
ら
の
力
役
を
負
担
し
た
「城
民
」
「
谷
民
」
お
よ
び
新
し
く
来
降
し
た
「東
海
賈
」
な
ど
を
掌
握
す
る
階
層
で
あ
り
、
こ
の
点
で
は
高
句
麗
の
基
本
的
人
民
で
あ
る
「城
」
「谷
」
を
拠
点
や
領
域
と
し
て
人
々
を
支
配
掌
握
し
た
で
あ
ろ
う
高
句
麗
支
配
層
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
李
氏
の
い
う
五
部
に
行
き
着
く
。
さ
ら
に
、
高
句
麗
の
政
治
体
制
の
維
持
に
対
し
て
は
守
墓
人
・
烟
戸
を
遅
滞
な
く
適
正
に
徴
発
し
、
高
句
麗
王
以
外
の
も
の
に
よ
る
不
当
な
売
買
な
ど
を
行
わ
な
い
こ
と
が
、
そ
の
正
し
き
あ
り
よ
う
の
基
準
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
「碑
文
」
の
効
力
の
主
た
る
対
象
と
な
っ
た
広
開
土
王
陵
に
則
し
て
言
え
ば
、
そ
の
よ
う
に
正
し
く
配
さ
れ
た
守
墓
人
・
烟
戸
に
よ
っ
て
「洒
掃
」
さ
れ
高
句
麗
王
陵
域
に
お
け
る
広
開
土
王
碑
の
相
対
的
位
置
九
九
一
〇
〇
た
広
開
土
王
陵
の
姿
そ
の
も
の
が
高
句
麗
王
権
の
あ
る
べ
き
形
を
ま
さ
に
目
に
見
え
る
形
で
示
す
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
守
墓
人
・
烟
戸
に
よ
っ
て
「洒
掃
」
さ
れ
た
、
す
な
わ
ち
美
し
く
保
た
れ
た
広
開
土
王
陵
は
高
句
麗
の
政
治
・
社
会
体
制
維
持
を
具
現
す
る
、
高
句
麗
王
の
側
か
ら
み
た
可
視
的
な
表
徴
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
広
開
土
王
陵
を
主
な
対
象
と
し
た
守
墓
の
成
否
は
王
権
の
側
か
ら
み
た
高
句
麗
社
会
の
あ
り
よ
う
を
瞭
然
と
示
す
目
安
と
な
る
の
で
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
は
支
配
階
層
で
あ
る
五
部
の
み
な
ら
ず
、
守
墓
の
た
め
の
力
役
徴
発
の
対
象
と
な
っ
た
基
本
的
階
層
で
あ
る
「城
民
」
「
谷
民
」
な
ど
を
も
含
ん
だ
高
句
麗
を
構
成
す
る
一
般
的
な
人
々
を
も
一
義
的
な
意
味
で
「碑
文
」
の
効
力
を
期
待
す
る
実
際
的
な
対
象
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
言
い
か
え
る
と
広
開
土
王
の
陵
墓
の
近
隣
に
居
て
、
「洒
掃
」
な
ど
の
実
際
的
効
果
を
期
待
さ
れ
る
対
象
と
な
っ
た
人
々
は
直
接
的
な
意
味
で
は
守
墓
人
・
烟
戸
で
あ
り
、
彼
ら
を
管
理
・
監
督
し
た
階
層
も
含
め
て
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
受
動
的
な
意
味
に
お
い
て
、
高
句
麗
王
権
が
「碑
文
」
の
効
力
を
期
待
す
る
対
象
と
み
な
し
た
と
考
え
た
い
。
い
っ
ぽ
う
「碑
文
」
の
内
容
伝
達
と
い
う
観
点
か
ら
は
松
原
孝
俊
氏
が
興
味
深
い
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
松
原
氏
は
広
開
土
王
碑
に
説
か
れ
た
高
句
麗
神
話
に
注
目
し
、
「碑
文
」
に
刻
ま
れ
た
内
容
の
背
後
に
は
首
尾
一
貫
し
た
豊
富
な
ス
ト
ー
リ
ー
の
神
話
的
世
界
が
あ
っ
た
と
し
、
と
く
に
「碑
文
」
の
な
か
の
「王
、
津
に
臨
み
て
言
い
て
曰
く
、
『我
は
皇
天
の
子
、
母
は
河
伯
の
女
郎
、
鄒
牟
王
な
り
、
我
が
為
に
葭
を
連
ね
、
亀
を
浮
か
ば
し
め
よ
』
と
。
」
と
い
う
部
分
に
注
目
し
、
こ
の
よ
う
な
文
体
は
文
字
を
媒
体
に
し
た
も
の
で
は
な
く
、
専
門
の
話
者
が
「劇
的
な
語
り
口
で
、
時
に
は
演
劇
的
な
所
作
を
つ
け
な
が
ら
、
時
に
は
太
鼓
や
リ
ュ
ー
ト
系
楽
器
伴
奏
に
よ
っ
て
聴
衆
に
吟
詠
し
」
た
の
で
あ
り
、
高
句
麗
の
神
話
・
伝
承
は
そ
の
よ
う
な
口
頭
あ
る
い
は
演
劇
的
な
要
素
も
ま
じ
え
た
伝
達
形
態
を
も
っ
て
浸
透
・
定
着
し
た
も
の
と
推
定
し
た
。
ま
た
、
「是
に
於
て
碑
を
立
て
、
勲
績
を
銘
記
し
、
以
て
後
世
に
示
す
。
其
の
辞
に
曰
く
、
…
」
と
い
う
箇
所
の
前
後
で
は
、
「
曰
く
」
を
境
に
し
て
広
開
土
王
の
勲
績
が
年
代
記
的
に
記
述
さ
れ
、
そ
れ
以
前
と
は
質
的
に
変
化
す
る
と
し
、
ま
た
「其
の
辞
に
曰
く
、
…
」
か
ら
始
ま
る
部
分
に
つ
い
て
は
「碑
文
」
の
第
一
面
6
行
目
に
記
載
さ
れ
て
い
た
内
容
を
転
載
・
借
用
す
る
と
き
に
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
い
う
「辞
」
は
文
字
だ
げ
で
な
く
「語
り
部
」
た
ち
も
参
与
し
な
が
ら
保
管
・
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
王
朝
伝
承
の
継
承
に
は
「朗
誦
様
式
の
習
得
と
伝
達
方
法
も
確
立
し
て
い
た
」
と
　り
　
い
う
推
定
も
述
べ
て
い
る
。
筆
者
は
松
原
氏
の
見
解
を
体
系
的
に
あ
る
い
は
詳
細
に
論
評
す
る
能
力
を
持
た
な
い
が
、
日
本
古
代
の
宮
廷
に
お
け
る
語
部
や
宣
命
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
、
前
近
代
に
お
い
て
は
口
頭
に
お
け
る
命
令
や
口
承
に
よ
る
王
権
伝
承
が
世
界
史
的
に
み
て
も
重
要
な
位
置
　が
　
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
種
々
論
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
高
句
麗
に
お
い
て
も
、
王
権
神
話
の
部
分
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
効
力
を
期
待
さ
れ
る
対
象
と
な
っ
た
人
々
に
対
し
て
広
開
土
王
碑
文
が
口
頭
で
音
読
さ
れ
て
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
の
は
、
巨
大
な
碑
と
い
う
人
間
の
視
覚
を
こ
え
た
媒
体
に
書
か
れ
た
文
章
で
あ
る
た
め
、
実
際
の
「碑
文
」
文
字
の
す
べ
て
が
視
認
で
き
た
と
は
考
え
に
く
い
点
か
ら
も
、
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
李
氏
や
松
原
氏
の
示
し
た
論
点
は
、
立
碑
の
場
所
と
伝
達
形
態
と
は
不
可
分
で
あ
る
と
い
う
、
い
わ
ば
極
め
て
妥
当
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
意
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
問
題
に
つ
い
て
、
考
察
の
端
緒
を
開
い
た
と
言
え
る
。
碑
文
の
布
告
お
よ
び
現
実
の
効
力
を
想
定
し
た
対
象
の
措
定
と
彼
ら
へ
の
伝
達
方
法
と
い
う
二
つ
の
観
点
か
ら
、
筆
者
は
広
開
土
王
碑
文
は
、
力
役
の
徴
発
と
守
墓
人
・
烟
戸
の
正
し
き
在
り
方
に
政
治
的
に
関
わ
っ
た
支
配
層
を
一
義
的
な
対
象
と
し
な
が
ら
も
、
「法
令
宣
布
媒
体
」
で
あ
り
、
「石
刻
文
書
」
と
し
て
の
「碑
文
」
の
実
際
的
拘
束
の
対
象
が
上
記
の
よ
う
な
、
三
百
三
十
戸
の
守
墓
人
烟
戸
を
作
用
点
と
し
て
発
露
す
べ
き
力
役
徴
発
装
置
と
し
て
の
領
域
支
配
の
下
に
あ
る
高
句
麗
の
基
本
的
構
成
層
で
あ
る
人
々
を
も
理
念
的
な
対
象
と
し
た
と
考
え
る
。
そ
う
で
あ
る
と
し
て
、
五
部
な
ど
の
支
配
的
階
層
に
対
し
て
、
音
読
、
朗
唱
さ
れ
る
な
ら
ば
そ
れ
を
聞
く
者
と
の
物
理
的
距
離
を
考
慮
し
た
場
所
に
立
碑
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
が
陵
墓
の
墳
丘
上
で
あ
っ
た
と
は
い
か
に
し
て
も
考
え
に
く
い
。
ま
た
、
私
見
の
よ
う
に
「碑
文
」
の
効
力
が
及
ぶ
理
念
的
対
象
と
し
て
は
基
層
民
で
あ
る
「守
墓
人
・
烟
戸
」
と
そ
の
背
後
に
広
範
に
広
が
る
「城
民
」
「谷
民
」
を
も
含
ん
で
い
た
と
い
う
立
場
に
た
つ
と
、
「碑
文
」
内
容
の
可
視
的
表
象
た
る
広
開
土
王
碑
の
巨
大
な
風
骨
は
そ
の
所
在
す
る
「
國
岡
上
」
の
地
に
立
ち
、
そ
こ
へ
守
墓
の
任
を
負
っ
て
来
る
べ
き
高
句
麗
の
基
層
民
を
含
め
た
す
べ
て
高
句
麗
王
陵
域
に
お
け
る
広
開
土
王
碑
の
相
対
的
位
置
一
〇
一
一
〇
二
の
視
覚
に
と
っ
て
象
徴
的
な
位
置
に
立
て
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
「碑
文
」
内
容
の
効
力
を
期
待
さ
れ
た
対
象
と
そ
の
方
法
で
あ
る
伝
達
の
形
態
と
い
う
視
点
に
お
い
て
、
先
学
の
「碑
文
」
研
究
の
な
か
か
ら
文
脈
を
た
ど
っ
て
い
け
ば
、
広
開
土
王
陵
「碑
文
」
が
立
碑
さ
れ
た
「墓
上
」
と
は
墓
す
な
わ
ち
「
王
陵
の
う
え
」
と
は
考
え
に
く
く
、
「墓
の
ほ
と
り
」
と
考
え
る
の
が
な
ん
と
し
て
も
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
王
陵
に
の
み
特
定
の
効
力
を
期
待
さ
れ
た
広
開
土
王
碑
と
最
初
に
ふ
れ
た
中
小
墓
の
傍
ら
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
石
柱
と
を
無
前
提
に
関
連
づ
け
る
こ
と
も
し
ば
ら
く
措
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。
6
王
陵
守
護
と
「碑
文
」
の
政
治
的
脈
絡
「碑
文
」
本
来
の
意
味
内
容
と
布
告
の
対
象
、
伝
達
の
方
法
・
手
段
な
ど
の
い
わ
ば
伝
達
・
布
告
の
媒
体
と
の
両
面
か
ら
立
碑
の
位
置
を
考
え
て
き
た
が
、
次
に
「
墓
上
立
碑
」
の
効
力
を
発
す
る
、
す
な
わ
ち
対
象
と
な
る
陵
墓
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
句
麗
王
権
と
社
会
の
あ
り
方
を
さ
ぐ
っ
て
み
た
い
。
碑
文
に
は
「以
甲
寅
年
九
月
廿
九
日
乙
酉
遷
就
山
陵
於
是
立
碑
銘
記
勲
績
以
示
後
世
」
(第
-
面
六
行
九
字
～
三
五
字
)
と
あ
っ
て
、
こ
の
部
分
の
釈
字
に
は
ほ
と
ん
ど
異
見
が
な
く
、
「甲
寅
年
九
月
廿
九
[口
乙
酉
を
以
て
、
山
陵
に
遷
就
す
。
こ
こ
に
於
い
て
碑
を
立
て
、
　れ
　
勲
績
を
銘
記
し
、
以
て
後
世
に
示
す
」
の
山
陵
や
碑
文
の
主
体
は
広
開
土
王
で
あ
る
こ
と
も
、
ま
た
疑
う
余
地
は
な
く
、
広
開
土
王
の
「勲
績
を
銘
記
」
し
、
「後
世
に
示
す
」
た
め
に
碑
を
立
て
た
と
い
う
一
点
も
ま
た
動
く
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
広
　　
　
開
土
王
の
「顕
彰
碑
」
と
し
て
の
一
つ
の
目
的
を
示
す
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
目
的
と
の
最
終
的
な
因
果
関
係
と
な
る
第
W
面
の
「守
墓
人
烟
戸
」
の
「差
錯
」
を
禁
じ
た
部
分
と
は
碑
文
と
し
て
の
文
脈
を
も
つ
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
こ
の
脈
絡
そ
の
も
の
が
「守
墓
人
烟
戸
」
の
「差
錯
」
を
禁
じ
た
対
象
と
な
る
陵
墓
を
限
定
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
別
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
諸
研
究
で
は
、
「墓
上
立
碑
」
の
な
さ
れ
た
、
対
象
と
な
る
陵
墓
を
特
定
す
る
う
え
で
、
「碑
文
」
中
の
関
連
す
る
箇
所
、
す
な
わ
ち
「唯
國
岡
上
廣
開
土
境
好
太
王
盡
為
祖
先
王
墓
上
立
碑
銘
其
烟
戸
不
令
差
錯
」
(第
W
面
八
行
十
四
～
四
一
字
)
の
部
分
の
意
味
に
つ
い
て
も
、
「祖
王
・
先
王
す
べ
て
の
王
墓
ご
と
に
、
は
じ
め
て
立
碑
・
銘
戸
を
実
施
し
た
の
は
広
開
土
王
自
身
で
あ
っ
て
、
　む
　
そ
れ
以
前
は
石
碑
を
安
置
し
な
か
っ
た
と
い
う
」
と
解
さ
れ
る
こ
と
が
お
お
い
。
そ
し
て
、
こ
の
「立
碑
・
銘
戸
」
の
対
象
と
な
っ
た
「守
墓
人
」
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
武
田
幸
男
氏
は
「広
開
土
王
墓
を
守
護
す
る
た
め
に
高
句
麗
領
域
の
各
地
か
ら
徴
発
さ
れ
た
烟
戸
」
が
「守
墓
人
烟
戸
」
「守
墓
戸
」
「烟
戸
」
「守
墓
人
」
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
は
「國
烟
」
と
「看
烟
」
の
類
別
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
「広
開
土
王
墓
の
守
墓
人
烟
戸
は
…
」
と
か
「広
開
土
王
は
生
前
す
で
に
自
分
の
墓
を
守
護
す
る
守
墓
人
烟
戸
に
自
ら
略
来
し
て
き
た
新
来
の
韓
・
穢
人
を
当
て
る
意
向
で
あ
っ
た
と
い
う
」
と
か
「王
都
と
王
墓
が
存
す
る
国
岡
上
の
　ロ
　
地
で
、
広
開
土
王
墓
を
守
護
す
る
と
い
う
国
家
的
労
役
を
指
定
さ
れ
た
国
烟
は
…
」
と
端
的
に
ふ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
広
開
土
王
碑
文
の
守
墓
人
烟
戸
条
は
「
広
開
土
王
墓
の
陵
墓
を
守
護
す
る
国
家
的
な
力
役
徴
発
の
体
制
」
に
関
心
を
お
い
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
考
　お
　
え
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
か
つ
て
筆
者
も
、
こ
れ
を
穏
当
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
理
解
の
い
っ
ぼ
う
で
は
「
唯
國
岡
上
廣
開
土
王
境
好
太
王
盡
祖
先
王
為
…
」
と
い
う
碑
文
の
記
載
が
問
題
と
な
り
、
一
般
的
な
理
解
か
ら
す
れ
ぼ
、
広
開
土
王
代
に
そ
れ
以
前
の
す
べ
て
の
王
陵
に
碑
が
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
こ
の
文
の
前
に
は
「自
上
祖
先
王
以
来
墓
上
不
安
石
碑
致
使
守
墓
人
烟
戸
差
錯
」
(第
W
面
七
行
三
三
字
～
八
行
十
三
字
)
と
い
う
文
が
あ
り
、
こ
れ
は
ふ
つ
う
、
「
上
祖
・
先
王
自
り
以
来
、
墓
の
上
に
石
碑
を
安
ん
ぜ
ず
、
守
墓
人
の
烟
戸
を
使
て
、
差
錯
せ
し
む
る
に
い
た
れ
り
」、
す
な
わ
ち
、
広
開
土
王
以
前
の
「
上
祖
・
先
王
」
の
陵
墓
に
は
、
「墓
の
上
」
に
石
碑
が
な
か
っ
た
た
　ヨ
め
に
、
守
墓
人
の
烟
戸
が
差
錯
す
る
に
い
た
っ
た
、
と
解
さ
れ
る
が
、
も
と
も
と
石
碑
が
な
い
と
し
た
広
開
土
王
陵
以
前
の
祖
先
王
た
ち
の
陵
墓
の
候
補
と
な
る
大
型
の
古
墳
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
「碑
文
」
の
解
釈
に
よ
っ
て
広
開
土
王
が
立
碑
し
た
と
さ
れ
る
碑
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
高
句
麗
王
陵
域
に
お
け
る
広
開
土
王
碑
の
相
対
的
位
置
一
〇
三
一
〇
四
「碑
文
」
の
こ
の
箇
所
と
広
開
土
王
陵
の
み
で
碑
が
発
見
さ
れ
て
い
る
事
実
に
関
し
て
は
、
広
開
土
王
碑
が
ひ
と
り
広
開
土
王
陵
の
み
に
対
し
て
立
て
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
広
開
土
王
陵
の
つ
く
ら
れ
た
集
安
平
野
の
一
部
を
さ
す
「碑
文
」
中
の
文
字
で
あ
る
「
國
岡
上
」
に
あ
る
広
開
土
王
陵
に
先
立
つ
陵
墓
に
対
す
る
「守
護
・
洒
掃
」
す
べ
き
こ
と
を
記
し
た
碑
で
あ
る
と
み
る
見
解
が
あ
る
。
浜
田
耕
策
氏
は
「碑
文
」
に
記
さ
れ
た
守
墓
人
の
数
に
つ
い
て
、
『三
国
史
記
』
高
句
麗
新
大
王
条
に
み
ら
れ
る
宰
相
の
墓
の
守
護
に
二
〇
家
が
あ
て
ら
れ
た
と
い
う
記
述
と
く
ら
べ
て
も
、
「碑
文
」
に
記
さ
れ
た
三
〇
の
国
烟
と
三
〇
〇
の
看
烟
、
あ
わ
せ
て
三
三
〇
と
い
う
守
墓
人
の
数
は
、
「好
太
王
が
い
く
ら
英
傑
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
」
「多
す
ぎ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
し
て
疑
念
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
高
句
麗
の
諡
号
に
は
「國
岡
上
広
開
土
境
平
安
好
太
王
」
の
よ
う
に
、
王
陵
の
名
ま
た
は
王
陵
の
所
在
地
の
名
を
冠
す
る
例
の
な
か
で
、
広
開
土
王
の
「祖
王
」
で
あ
る
故
国
原
王
は
『三
国
史
記
』
に
「
故
国
之
原
」
に
葬
ら
れ
た
と
あ
り
、
別
に
「
國
丘
上
王
」
と
も
い
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
王
陵
は
国
岡
上
に
あ
り
、
ま
た
、
「先
王
」
で
あ
る
故
国
壌
王
は
「
故
国
壌
」
に
葬
ら
れ
た
と
い
う
が
、
こ
の
「故
国
壌
」
の
地
は
故
国
の
原
と
同
一
地
ま
た
は
同
一
地
域
と
み
て
よ
い
か
ら
、
故
国
壌
王
陵
も
故
国
原
王
陵
と
お
な
じ
く
、
「國
岡
上
」
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
「故
国
の
原
」
と
「故
国
壌
」
の
「国
」
の
字
は
「國
岡
上
」
の
「
国
」
に
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、
平
壌
遷
都
後
、
そ
の
地
名
に
「故
」
と
い
う
文
字
が
冠
せ
ら
れ
た
と
み
る
。
す
な
わ
ち
、
浜
田
氏
は
長
寿
王
が
父
で
あ
る
広
開
土
王
陵
を
築
く
に
あ
た
っ
て
、
祖
王
と
先
王
の
眠
る
「國
岡
上
」
つ
ま
り
国
岡
の
地
を
墓
地
と
し
て
選
定
し
た
の
で
あ
り
、
広
開
土
王
碑
は
国
岡
上
に
す
で
に
あ
る
祖
・
先
王
の
守
墓
人
・
烟
戸
を
も
改
組
し
て
、
広
開
土
王
陵
と
合
わ
せ
て
、
三
つ
の
王
陵
の
守
墓
人
・
烟
戸
を
総
括
的
に
定
め
た
と
み
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
に
よ
っ
て
「碑
文
」
に
記
さ
れ
た
三
〇
の
国
烟
と
三
〇
〇
の
看
烟
は
、
故
国
原
王
、
故
国
壌
王
、
広
開
土
王
の
三
陵
墓
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
の
国
烟
と
一
〇
〇
の
看
烟
か
ら
な
る
三
組
に
分
け
て
考
え
れ
ば
、
「碑
文
」
に
記
さ
れ
た
守
墓
人
の
総
数
は
「け
っ
し
て
多
き
に
す
ぎ
る
こ
と
は
な
く
な
り
、
ま
た
、
「
国
」
字
に
由
来
し
た
国
烟
の
理
解
も
い
っ
そ
う
首
肯
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
L
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
浜
田
氏
は
広
開
土
王
碑
文
に
銘
記
さ
れ
た
三
三
〇
の
守
墓
人
・
烟
戸
は
、
国
岡
上
に
あ
る
広
開
土
王
と
そ
の
先
王
で
あ
る
故
国
壌
王
、
祖
王
で
あ
る
故
国
原
王
　
お
　
の
三
王
陵
を
「守
護
・
洒
掃
」
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
同
様
に
金
賢
淑
氏
も
、
「碑
文
」
の
守
墓
人
・
烟
戸
に
つ
い
て
、
集
安
に
あ
る
全
王
陵
の
守
護
を
担
当
し
た
と
み
る
ほ
う
が
妥
当
だ
と
し
、
「碑
文
」
は
集
安
所
在
の
全
王
陵
に
対
す
る
守
墓
役
に
関
す
る
内
容
を
表
し
た
も
の
と
み
る
。
そ
し
て
、
「碑
文
」
が
広
開
土
王
に
よ
る
制
定
と
長
寿
王
に
よ
る
施
行
で
完
成
を
み
た
守
墓
制
の
再
編
で
あ
っ
て
、
広
開
土
王
一
基
の
み
に
該
当
す
る
も
の
で
は
な
く
、
　　
　
当
時
の
高
句
麗
の
全
王
陵
の
守
墓
役
に
対
す
る
体
制
の
強
化
と
整
備
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
王
陵
の
存
在
し
た
墓
域
に
つ
い
て
は
、
武
田
幸
男
氏
も
「国
」
と
は
国
内
城
の
所
在
地
で
あ
り
、
広
開
土
王
陵
と
そ
の
墓
碑
が
現
存
す
る
国
岡
上
は
吉
林
省
集
安
の
地
を
意
味
す
る
と
し
、
ま
た
、
「
国
原
」
「国
壌
」
「国
川
」
「国
岡
」
な
ど
と
も
表
記
さ
れ
た
と
み
て
い
　れ
　
る
。筆
者
も
基
本
的
と
し
て
は
「故
国
原
」
と
か
「國
岡
上
」
と
呼
ば
れ
た
王
陵
地
帯
を
想
定
し
、
そ
こ
に
は
広
開
土
王
陵
の
他
に
も
故
国
原
王
陵
と
故
国
壌
王
陵
が
存
在
す
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
「碑
文
」
の
「守
墓
人
・
烟
戸
」
の
力
役
は
、
「故
国
原
」
あ
る
い
は
「國
岡
上
」
に
存
在
す
る
広
開
土
王
陵
以
外
の
王
陵
に
も
、
そ
の
効
力
の
対
象
と
な
っ
た
と
い
う
見
解
を
と
り
た
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
「碑
文
」
の
該
当
部
分
は
「…
好
太
王
盡
為
祖
先
王
墓
上
立
碑
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
「た
だ
好
太
王
(広
開
土
王
)
の
み
が
、
す
べ
て
　　
　
の
祖
王
・
先
王
の
た
め
に
広
開
土
王
碑
を
立
て
た
の
で
あ
り
」
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
こ
こ
に
か
か
る
と
す
れ
ぼ
「
其
烟
戸
不
令
差
錯
」
は
「す
べ
て
の
祖
王
・
先
王
」
の
陵
墓
の
守
墓
人
・
烟
戸
に
対
し
て
の
効
果
を
期
待
し
た
も
の
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「碑
文
」
自
体
の
文
脈
か
ら
は
、
広
開
土
王
碑
の
守
墓
行
為
は
広
開
土
王
陵
と
そ
れ
以
前
に
「故
国
原
」
あ
る
い
は
「國
岡
上
」
に
存
在
し
た
す
べ
て
の
王
陵
に
対
す
る
「守
墓
・
洒
掃
」
行
為
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
「故
国
原
」
あ
る
い
は
「
國
岡
上
」
に
存
在
し
た
全
て
の
王
陵
と
は
、
「丸
都
城
」
と
も
記
載
さ
れ
た
現
在
の
集
安
の
地
へ
、
そ
の
治
世
十
三
年
(二
〇
九
)
に
移
都
し
た
山
上
王
(第
十
代
)
か
ら
、
広
開
土
王
ま
で
の
全
て
を
対
象
と
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
武
　の
　
田
幸
男
氏
の
指
摘
す
る
諡
号
に
「国
」
字
を
含
む
王
系
と
考
え
た
い
。
た
だ
し
、
諡
号
に
「国
」
字
を
含
む
王
と
し
て
は
山
上
王
の
前
高
句
麗
王
陵
域
に
お
け
る
広
開
土
王
碑
の
相
対
的
位
置
一
〇
五
一
〇
六
王
で
あ
る
故
国
川
王
(第
九
代
)
も
系
図
的
に
は
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
山
上
王
以
前
の
大
祖
大
王
(大
祖
王
、
国
祖
王
と
も
　　
　
別
記
さ
れ
る
)
と
と
も
に
、
四
世
紀
末
か
ら
五
世
紀
初
頭
の
広
開
土
王
代
頃
に
系
譜
上
に
加
え
ら
れ
た
架
空
の
王
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
平
地
城
と
し
て
の
「国
内
城
」
整
備
以
降
の
王
系
は
、
そ
の
治
世
十
二
年
(三
四
二
)
に
国
内
城
を
築
い
た
と
記
さ
れ
る
故
国
原
王
(第
十
六
代
)
以
降
の
小
獣
林
王
(第
十
七
代
)
、
故
国
壌
王
(第
十
八
代
)
、
広
開
土
王
(第
十
九
代
)
の
四
王
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
小
獣
林
王
に
つ
い
て
は
、
葬
地
が
小
獣
林
と
な
っ
て
お
り
、
「国
」
字
を
含
ま
な
い
が
、
「国
」
の
訓
を
そ
の
王
名
と
葬
地
　れ
　
に
含
ん
で
い
る
の
で
、
本
来
は
諡
号
に
「国
」
字
を
含
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
諡
号
あ
る
い
は
葬
地
に
「国
」
字
を
含
み
、
な
お
か
つ
実
在
し
た
王
の
系
譜
は
国
内
城
を
築
い
た
故
国
原
王
に
始
ま
り
広
開
土
王
に
い
た
る
の
で
あ
っ
て
、
国
内
城
に
王
都
が
置
か
れ
て
い
た
時
期
の
王
陵
す
べ
て
に
つ
い
て
、
「守
墓
人
・
烟
戸
」
条
は
こ
れ
ら
を
対
象
と
し
、
実
効
力
の
発
現
を
期
待
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
　お
　
太
王
陵
や
将
軍
塚
に
は
周
囲
を
囲
む
土
塁
や
陪
墳
と
み
ら
れ
る
小
古
墳
お
よ
び
近
隣
の
建
築
遺
構
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
　お
　
ら
の
総
体
が
王
陵
と
し
て
の
「陵
園
」
の
よ
う
な
構
成
を
も
つ
も
の
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
広
開
土
王
碑
は
さ
ら
に
そ
の
外
側
に
あ
り
、
こ
れ
が
確
実
で
あ
る
な
ら
ぼ
、
一
つ
の
王
陵
の
み
に
帰
属
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
た
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
後
、
平
壌
に
遷
都
す
る
長
寿
王
が
広
開
土
王
陵
を
は
じ
め
と
し
、
「國
岡
上
」
の
地
に
所
在
す
る
す
べ
て
の
「祖
王
・
先
王
」
の
陵
墓
の
「
守
墓
人
烟
戸
」
の
「
差
錯
」
を
ふ
せ
ぎ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
陵
墓
の
永
劫
の
安
寧
を
祈
念
し
、
さ
ら
に
は
こ
れ
を
実
行
す
る
た
め
に
後
世
に
伝
え
示
す
機
能
を
も
た
せ
る
べ
く
、
「國
岡
上
」
に
立
碑
し
た
も
の
が
広
開
土
王
碑
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
相
対
的
位
置
観
念
と
し
て
は
、
す
べ
て
の
国
内
王
系
の
王
陵
の
「ほ
と
り
」
に
立
碑
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
広
開
土
王
碑
の
立
碑
の
背
景
に
は
武
田
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
国
内
城
の
築
造
と
そ
れ
に
と
も
な
う
国
内
王
系
の
系
　ヨ
譜
意
識
の
高
ま
り
に
よ
る
高
句
麗
「
国
」
の
拡
大
、
確
立
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
光
源
の
な
か
で
こ
そ
、
あ
ら
た
に
支
配
し
た
広
大
な
領
域
か
ら
「守
墓
人
烟
戸
」
を
徴
発
す
る
こ
と
を
力
点
と
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
未
来
永
劫
の
広
開
土
王
に
つ
な
が
る
歴
代
王
陵
の
守
護
と
い
う
作
用
点
に
よ
る
高
句
麗
国
家
体
制
維
持
の
可
視
的
表
徴
と
い
う
点
に
、
実
に
救
国
の
英
主
と
し
て
の
広
開
土
王
の
姿
が
そ
の
像
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
広
開
土
王
碑
文
の
守
墓
・
洒
掃
に
関
す
る
効
力
の
対
象
と
そ
の
旦
ハ体
的
な
王
陵
に
つ
い
て
は
私
見
と
の
違
い
は
あ
る
に
し
ろ
、
す
で
に
浜
田
耕
策
氏
が
、
「碑
は
第
一
義
的
に
は
守
墓
人
烟
戸
の
集
落
に
属
し
、
し
か
も
こ
の
守
墓
人
烟
戸
が
碑
と
同
じ
く
「國
岡
上
」
に
あ
る
故
国
原
王
と
故
国
壌
王
と
広
開
土
王
の
三
代
の
陵
墓
を
守
墓
洒
掃
す
る
も
の
で
あ
　お
　
れ
ば
、
碑
が
将
軍
塚
あ
る
い
は
太
王
陵
に
属
す
る
と
す
る
対
立
し
た
見
解
が
現
れ
た
そ
の
釈
然
と
し
な
い
立
地
も
理
解
で
き
る
L
と
看
破
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
な
が
ら
く
広
開
土
王
陵
否
定
の
重
要
な
根
拠
と
さ
れ
て
き
た
、
主
と
し
て
将
軍
塚
と
太
王
陵
を
対
象
と
し
た
広
開
土
王
碑
と
の
位
置
関
係
や
距
離
と
い
う
問
題
も
、
物
理
的
な
観
点
か
ら
だ
け
で
は
決
定
的
な
根
拠
と
は
な
し
え
な
い
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
広
開
土
王
碑
の
位
置
は
碑
文
自
体
の
「墓
上
立
碑
」
に
ま
つ
わ
る
箇
所
か
ら
措
定
す
る
か
ぎ
り
、
広
開
土
王
陵
の
「
ほ
と
り
」
「
か
た
わ
ら
」
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
物
理
的
あ
る
い
は
絶
対
的
な
距
離
を
限
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
立
碑
に
よ
る
効
力
を
期
待
す
べ
き
「國
岡
上
」
の
地
に
お
い
て
、
広
開
土
王
に
連
な
る
王
陵
と
の
相
関
的
な
位
置
づ
け
を
示
す
、
す
ぐ
れ
て
観
念
的
な
字
義
を
発
露
す
る
も
の
と
と
ら
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
7
論
点
の
整
理
こ
れ
ま
で
述
べ
き
た
っ
た
論
点
を
以
下
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
広
開
土
王
碑
文
に
み
え
る
「墓
上
立
碑
」
と
は
墓
の
「う
え
」
に
碑
を
立
て
る
こ
と
で
は
あ
り
え
ず
、
字
義
の
上
か
ら
も
、
あ
く
ま
で
墓
の
「ほ
と
り
」
「
墓
側
」
に
碑
を
立
て
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
集
安
の
二
基
の
古
墳
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
石
柱
は
、
す
く
な
く
と
も
広
開
土
王
碑
文
の
「墓
上
立
碑
」
と
直
接
に
は
関
係
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
と
考
え
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
加
え
て
中
国
の
「
冢
上
祠
堂
」
の
記
述
や
考
古
学
的
実
例
を
も
傍
証
と
し
て
暼
見
し
た
。
高
句
麗
王
陵
域
に
お
け
る
広
開
土
王
碑
の
相
対
的
位
置
一
〇
七
一
〇
八
次
に
、
広
開
土
王
陵
の
「
ほ
と
り
」
と
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
相
対
的
位
置
関
係
を
指
し
示
す
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
碑
文
自
体
の
再
吟
味
か
ら
接
近
し
よ
う
と
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
碑
文
に
み
ら
れ
る
守
墓
人
・
烟
戸
条
は
広
開
土
王
陵
と
同
じ
「國
岡
上
」
に
所
在
す
る
す
べ
て
の
祖
・
先
王
た
ち
の
墓
と
墓
域
、
す
な
わ
ち
故
国
原
王
、
小
獣
林
王
、
故
国
壌
王
、
広
開
土
王
の
四
王
陵
を
対
象
と
し
、
そ
の
実
効
力
を
期
待
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
に
い
た
り
、
未
来
永
劫
の
歴
代
王
陵
の
守
護
を
作
用
点
と
し
た
高
句
麗
国
家
体
制
維
持
の
可
視
的
な
表
徴
で
あ
る
こ
と
に
ふ
れ
た
。
そ
し
て
、
宣
布
媒
体
と
し
て
の
広
開
土
王
碑
は
、
そ
の
対
象
と
な
る
階
層
に
よ
っ
て
、
五
部
な
ど
の
支
配
層
に
対
し
て
は
音
読
に
よ
る
聴
覚
的
な
宣
布
が
、
基
層
民
に
は
碑
石
全
体
の
視
認
に
よ
る
効
果
と
が
そ
れ
ぞ
れ
期
待
さ
れ
て
い
た
と
考
え
た
。
こ
の
よ
う
な
考
察
の
帰
結
に
付
随
し
て
、
広
開
土
王
碑
と
広
開
土
王
陵
と
の
「近
さ
」
の
程
度
と
い
う
物
理
的
な
位
置
関
係
は
、
立
碑
意
図
や
目
的
と
は
直
接
に
は
か
か
わ
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
王
陵
比
定
の
議
論
と
の
関
係
か
ら
論
ず
る
な
ら
ば
、
広
開
土
王
陵
と
碑
の
絶
対
的
な
「近
さ
の
程
度
」
に
拘
泥
す
る
必
要
は
な
く
、
碑
と
の
距
離
を
王
陵
比
定
の
論
拠
と
し
て
矮
小
化
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。
目
に
み
え
る
碑
石
や
そ
こ
に
刻
ま
れ
た
文
字
か
ら
、
不
可
視
の
高
句
麗
人
の
精
神
や
習
俗
さ
ら
に
は
、
こ
れ
を
梃
と
し
た
王
権
と
支
配
体
制
の
あ
り
よ
う
な
ど
、
問
題
は
多
岐
に
わ
た
り
、
屋
上
に
屋
を
重
ね
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
多
く
の
識
者
に
指
正
を
た
ま
わ
り
、
確
固
と
し
た
論
点
と
、
新
た
な
史
眼
を
も
ち
た
く
思
う
。
注(
1
)
こ
の
部
分
の
釈
文
の
異
動
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
に
詳
し
い
。
白
崎
昭
一
郎
『広
開
土
王
碑
文
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
一
九
九
三
年
三
三
〇
～
三
三
六
頁
。
耿
鉄
華
「好
太
王
碑
集
釈
集
解
」
『好
太
王
碑
新
考
』
吉
林
人
民
出
版
社
一
九
九
四
年
な
お
、
以
下
で
、
と
く
に
広
開
土
王
碑
文
の
文
字
を
指
す
場
合
は
「
國
岡
上
」
な
ど
の
よ
う
に
碑
文
の
表
記
を
使
用
し
て
い
る
。
(2
)
佐
伯
有
清
『古
代
史
演
習
七
支
刀
と
広
開
土
王
碑
』
吉
川
弘
文
館
一
九
七
七
年
四
六
～
四
七
頁
。
(3
)
武
田
幸
男
「
附
録
一
『広
開
土
王
碑
文
』
釈
文
」
お
よ
び
「
附
録
二
『広
開
土
王
碑
文
』
釈
読
」
『高
句
麗
史
と
東
ア
ジ
ア
』
岩
波
書
店
一
九
八
九
年
以
下
、
武
田
釈
文
、
武
田
釈
読
と
す
る
。
本
稿
で
は
、
と
く
に
異
見
や
異
論
を
提
示
す
る
場
合
の
他
は
、
武
田
釈
文
を
基
調
と
し
て
い
る
。
(
4
)
白
崎
昭
一
郎
『
広
開
土
王
碑
文
の
研
究
』
(前
掲
)
三
三
〇
～
三
三
六
頁
参
照
。
耿
鉄
華
「
好
太
王
碑
集
釈
集
解
」
(前
掲
)
(
5
)
同
様
に
「
立
碑
銘
」
と
切
る
釈
読
は
白
崎
昭
一
郎
も
採
用
し
て
い
る
。
『
広
開
土
王
碑
文
の
研
究
』
(前
掲
)
三
三
三
頁
。
(
6
)
武
田
氏
と
同
じ
く
、
「
銘
其
烟
戸
」
で
区
切
る
釈
読
を
明
確
に
し
た
論
者
の
一
人
と
し
て
は
福
宿
南
嶋
氏
が
あ
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
福
宿
氏
は
こ
の
部
分
を
「
其
の
烟
戸
を
銘
と
し
」
と
読
む
。
福
宿
南
嶋
「
好
太
王
碑
文
を
読
む
」
(
『書
道
研
究
』
創
刊
号
)
一
九
八
七
年
な
お
、
「
差
錯
」
の
「
差
」
字
は
「
羌
」
字
に
似
て
お
り
、
少
数
意
見
と
し
て
、
実
際
に
「
羌
錯
」
と
読
ん
だ
見
解
も
あ
る
が
、
隷
書
の
「
差
」
字
は
「
羌
」
字
と
よ
く
似
て
お
り
、
碑
文
の
文
脈
か
ら
考
え
て
も
「
差
錯
」
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
王
健
群
『好
太
王
碑
研
究
』
吉
林
人
民
出
版
社
一
九
八
四
年
*
日
本
語
訳
は
『好
太
王
碑
の
研
究
』
雄
渾
社
一
九
八
四
年
二
三
七
頁
。
白
崎
昭
一
郎
『
広
開
土
王
碑
文
の
研
究
』
(前
掲
)
三
三
一
～
三
三
二
頁
。
耿
鉄
華
『好
太
王
碑
新
考
』
(前
掲
)
三
七
二
頁
。
*
な
ど
を
参
ﾟ
　
　
O
Q
高
句
麗
王
陵
域
に
お
け
る
広
開
土
王
碑
の
相
対
的
位
置
(7
)
方
起
東
・
林
至
徳
「集
安
洞
溝
両
座
樹
立
石
碑
的
高
句
麗
古
墓
」
(『考
古
與
文
物
』
一
九
八
三
-
二
)
*
吉
林
省
文
物
志
編
委
会
『集
安
県
文
物
志
』
一
九
八
三
年
九
四
～
九
六
頁
。
*
(8
)
方
起
東
・
林
至
徳
「集
安
洞
溝
両
座
樹
立
石
碑
的
高
句
麗
古
墓
」
(前
掲
)
(9
)
方
起
東
・
林
至
徳
「集
安
洞
溝
両
座
樹
立
石
碑
的
高
句
麗
古
墓
」
(前
掲
)
吉
林
省
文
物
志
編
委
会
『集
安
県
文
物
志
』
(前
掲
)
九
四
～
九
六
頁
。
(10
)
方
起
東
・
林
至
徳
「集
安
洞
溝
両
座
樹
立
石
碑
的
高
句
麗
古
墓
」
(前
掲
)
(1
)
吉
林
省
文
物
志
編
委
会
『集
安
県
文
物
志
』
(前
掲
)
九
三
～
九
四
頁
。
吉
林
省
地
方
志
編
纂
委
員
会
編
『吉
林
省
志
』
巻
四
三
文
物
志
吉
林
文
物
出
版
社
一
九
九
一
年
二
四
四
頁
。
*
た
だ
し
、
後
者
の
文
献
で
は
墓
碑
の
出
現
お
よ
び
「墓
上
立
碑
」
と
関
連
さ
せ
て
、
こ
の
石
製
人
像
が
生
前
の
墓
主
人
の
姿
を
刻
ん
だ
墓
碑
と
考
え
て
い
る
。
(12
)
鳥
居
龍
蔵
「南
満
洲
調
査
報
告
」
『鳥
居
竜
蔵
全
集
』
第
十
巻
朝
日
新
聞
社
一
九
七
六
年
(13
)
方
起
東
・
林
至
徳
「集
安
洞
溝
両
座
樹
立
石
碑
的
高
句
麗
古
墓
」
(前
掲
)
同
様
の
見
解
と
し
て
吉
林
省
考
古
研
究
室
・
集
安
県
博
物
館
「集
安
高
句
麗
考
古
的
新
収
穫
」
(『文
物
』
一
九
八
四
1
一
)
が
あ
る
。
一
〇
九
(14
)
方
起
東
・
林
至
徳
「集
安
洞
溝
両
座
樹
立
石
碑
的
高
句
麗
古
墓
」
(前
掲
)
(
15
)
方
起
東
「
千
秋
墓
、
太
王
陵
、
将
軍
塚
」
王
健
群
・
賈
士
金
・
方
起
東
『
広
開
土
王
碑
と
高
句
麗
遺
跡
-
四
、
五
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
と
日
本
』
読
売
新
聞
社
一
九
八
八
年
(
16
)
池
内
宏
『
通
溝
』
巻
上
日
満
文
化
協
会
一
九
三
八
年
(
17
)
方
起
東
「
千
秋
墓
、
太
王
陵
、
将
軍
塚
」
(前
掲
)
(
18
)
池
内
宏
『
通
溝
』
巻
上
(前
掲
)
六
九
～
七
〇
頁
。
(
19
)
今
西
龍
「
広
開
土
境
好
太
王
陵
碑
に
就
い
て
」
『
朝
鮮
古
史
の
研
究
』
国
書
刊
行
会
一
九
七
〇
年
復
刊
(
20
)
武
田
幸
男
『高
句
麗
史
と
東
ア
ジ
ア
』
(前
掲
)
四
一
～
四
二
頁
。
お
よ
び
五
六
～
五
七
頁
の
注
⑨
同
様
の
「
上
」
(ほ
と
り
)
の
使
用
例
は
『
三
国
史
記
』
に
も
み
え
る
。
広
く
著
聞
す
る
記
述
の
な
か
に
一
例
を
見
出
だ
す
と
、
た
と
え
ば
、
巻
十
三
・
高
句
麗
本
紀
・
始
祖
東
明
聖
王
の
高
句
麗
建
国
の
く
だ
り
で
も
、
朱
蒙
が
卒
本
川
に
い
た
っ
た
が
、
そ
こ
の
土
壌
は
肥
え
て
い
る
う
え
に
山
河
は
険
固
で
あ
っ
た
の
を
み
て
、
こ
の
地
に
都
を
定
め
よ
う
と
し
た
が
、
宮
室
を
作
る
時
間
が
な
か
っ
た
の
で
、
「
但
結
廬
於
沸
流
水
上
居
之
、
国
号
高
句
麗
、
因
以
高
為
氏
。
」
、
と
あ
り
、
こ
れ
は
「沸
流
水
の
ほ
と
り
(
上
)
に
家
を
建
て
て
住
み
、
国
号
を
高
句
麗
と
呼
び
、
よ
っ
て
高
を
氏
と
し
た
」
と
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
「
上
」
も
「
ほ
と
り
」
と
い
う
用
法
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
他
に
、
「墓
上
」
の
「
上
」
を
明
確
に
「
ほ
と
り
(
辺
り
)
」
と
解
釈
し
て
い
る
の
は
、
福
宿
南
嶋
「
好
太
王
碑
文
を
読
む
」
一
〇
(前
掲
)
な
ど
が
あ
る
。
(21
)
朴
時
亨
原
著
全
浩
天
訳
『
広
開
土
王
陵
碑
』
そ
し
え
て
一
九
八
五
年
二
六
五
～
六
頁
。
(2
)
李
亨
求
・
朴
魯
姫
『
広
開
土
大
王
陵
碑
新
研
究
』
同
和
出
版
社
一
九
八
五
年
一
一
〇
頁
。
*
(23
)
楊
寛
『中
国
皇
帝
陵
の
起
源
と
変
遷
』
学
生
社
一
九
八
一
年
五
五
～
六
〇
頁
。
(24
)
『史
記
』
孔
子
世
家
第
十
七
「
唯
子
貢
廬
於
冢
上
、
凡
六
年
、
然
後
去
。
」
現
代
語
訳
は
小
川
環
樹
・
今
鷹
真
・
福
島
吉
彦
共
訳
『史
記
世
家
』
(中
)
岩
波
書
店
一
九
八
二
年
三
二
四
～
三
二
五
頁
を
参
考
に
し
た
。
(
25
)
『史
記
』
呉
太
伯
世
家
第
一
「将
死
日
、
樹
吾
墓
上
以
梓
、
令
可
為
器
。
抉
吾
眼
置
之
東
門
。
以
観
越
滅
呉
也
」
現
代
語
訳
は
小
川
環
樹
・
今
鷹
真
・
福
島
吉
彦
共
訳
『史
記
世
家
』
(上
)
岩
波
書
店
一
九
八
〇
年
二
八
～
二
九
頁
を
参
考
に
し
た
。
(
26
)
『
史
記
』
晋
世
家
「
重
耳
謂
其
妻
日
、
待
我
二
十
五
年
、
不
来
乃
嫁
。
其
妻
笑
日
、
犂
二
十
五
年
、
吾
冢
上
柏
大
矣
、
雖
然
妾
待
子
。
」
現
代
語
訳
は
小
川
環
樹
・
今
鷹
真
・
福
島
吉
彦
共
訳
『史
記
世
家
』
(
上
)
(前
掲
)
三
〇
六
～
三
〇
七
頁
を
参
考
に
し
た
。
(27
)
張
衡
「
冢
譜
」
『
古
文
苑
』
巻
五
載
輿
載
歩
、
地
勢
是
観
。
降
此
平
土
、
陟
彼
景
山
。
一
升
一
降
、
乃
心
斯
安
。
爾
乃
慕
巍
山
、
平
険
陸
、
刊
菓
林
、
鑿
盤
石
、
起
峻
壟
、
構
大
椁
。
高
岡
冠
其
南
、
平
原
承
其
北
。
列
石
限
基
壇
、
羅
竹
藩
其
域
。
系
以
脩
壗
、
洽
以
溝
濱
。
曲
折
相
連
、
迄
靡
相
属
。
乃
樹
霊
木
、
霊
木
戎
戎
。
繁
霜
峨
峨
、
匪
雕
匪
琢
。
周
旋
顧
吩
、
亦
各
有
行
。
乃
相
厥
宇
、
乃
立
厥
堂
。
直
之
以
縄
、
正
之
以
日
。
有
覚
其
材
、
以
構
玄
室
。
奕
奕
将
将
、
崇
棟
広
宇
。
在
冬
不
涼
、
在
夏
不
暑
。
祭
祀
是
処
。
脩
壗
之
祭
、
亦
有
掖
門
。
掖
門
之
西
、
十
一
余
半
、
下
有
直
渠
、
上
有
平
岸
。
舟
車
之
道
、
交
通
旧
館
。
塞
淵
慮
弘
、
存
不
忘
亡
。
恢
厥
広
壇
、
祭
我
兮
子
孫
。
宅
兆
之
形
、
規
矩
之
制
、
希
而
望
之
方
以
麗
。
幽
墓
既
美
、
鬼
神
既
寧
、
降
之
以
福
、
于
以
之
平
。
如
春
之
卉
、
如
日
之
升
。
(
28
)
『
水
経
注
』
巻
二
二
清
水
逕
漢
弘
農
太
守
張
伯
雅
墓
。
塋
域
四
周
、
壘
石
為
垣
。
隅
阿
相
降
。
列
於
綏
水
之
陰
。
庚
門
表
二
石
闕
、
夾
対
石
獣
於
闕
下
。
冢
前
有
石
廟
、
列
植
三
碑
。
碑
云
徳
宇
伯
雅
、
河
南
密
人
也
。
碑
側
樹
両
石
人
。
有
数
石
柱
及
諸
石
獣
矣
。
旧
引
綏
水
南
入
塋
域
、
而
為
池
沼
。
沼
在
丑
地
、
皆
蟾
蜍
吐
水
、
石
隍
承
溜
。
池
之
南
、
又
建
石
樓
、
石
廟
前
、
又
翼
列
諸
獣
。
『
水
経
注
』
に
は
他
に
も
「
冢
」
と
「
石
廟
」
と
の
関
係
が
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
多
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
楊
寛
『中
国
皇
帝
陵
の
起
源
と
変
遷
』
(前
掲
)
一
〇
八
～
一
一
二
頁
な
ど
参
照
。
(29
)
佐
原
康
夫
「
漢
代
祠
堂
画
像
考
」
(
『東
方
学
報
』
六
三
)
一
九
九
一
年
V
ic
to
r
S
e
a
le
n
,
G
ilb
e
r
t
d
e
v
o
is
in
s
,
J
e
a
n
L
a
r
tig
u
e
.
L
,
a
r
t
F
u
n
e
r
a
ire
a
1,
e
p
o
o
q
u
e
d
e
s
H
a
n
,
M
is
iio
n
A
r
c
h
e
-
o
lo
g
iq
u
e
e
n
C
h
in
a
(1
9
1
4
)
I
,
P
a
r
is
,
1
9
3
5
,
p
.
1
9
4
高
句
麗
王
陵
域
に
お
け
る
広
開
土
王
碑
の
相
対
的
位
置
(30
)
『太
平
御
覧
』
巻
三
六
一
所
引
風
俗
通
汝
南
周
覇
、
字
翁
仲
、
為
太
尉
掾
。
婦
於
乳
舎
生
女
、
自
毒
無
男
。
時
屠
婦
比
臥
得
男
、
因
相
與
私
貨
易
、
裨
銭
数
万
。
後
翁
仲
為
北
海
相
。
吏
周
光
能
見
鬼
、
署
為
主
簿
、
使
還
致
敬
於
本
郡
県
。
因
告
光
日
、
事
訖
、
臘
日
可
與
小
児
倶
上
冢
。
去
家
経
十
三
年
、
不
躬
蒸
嘗
。
守
墓
微
察
知
、
相
先
君
寧
息
、
会
同
飲
食
忻
娯
否
。
往
到
於
冢
上
、
郎
君
沃
爵
。
主
簿
俛
伏
在
後
、
但
見
屠
者
弊
衣
蠡
結
、
踞
神
坐
、
持
刀
割
肉
。
有
五
時
衣
帯
青
墨
綬
数
人
、
彷
徨
陰
堂
東
西
廂
、
不
敢
来
前
。
(後
略
)
な
お
、
(
27
)
～
(
30
)
の
文
献
お
よ
び
そ
の
釈
読
に
つ
い
て
は
佐
原
康
夫
「漢
代
祠
堂
画
像
考
」
(前
掲
)
か
ら
得
た
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
(31
)
佐
原
康
夫
「
漢
代
祠
堂
画
像
考
」
(前
掲
)
(32
)
蒋
英
炬
「
孝
堂
山
石
祠
管
見
」
南
陽
漢
代
画
像
学
術
討
論
会
弁
公
室
編
『
漢
代
画
像
石
研
究
』
文
物
出
版
社
一
九
八
七
年
(M
)
W
ilm
a
F
a
irb
a
n
k
.
"A
S
tr
u
c
tu
r
a
l
K
e
y
to
H
a
n
M
u
-
r
a
l
A
r
t
"
H
a
r
v
a
r
d
J
o
u
r
n
a
l
o
f
A
sia
tic
S
tu
d
ie
s
v
o
l°
ご
8
°
1
,
1
9
4
2
f
ig
°
①
(34
)
南
京
博
物
院
「
徐
州
青
山
泉
白
集
束
漢
画
像
石
墓
」
(『
考
古
』
一
九
八
一
ー
二
)
*
(35
)
徐
州
市
博
物
館
編
『
徐
州
漢
画
像
石
』
江
蘇
美
術
出
版
社
一
九
八
五
年
図
七
〇
～
八
九
、
解
説
の
五
頁
*
王
徳
慶
「
江
蘇
銅
山
東
漢
墓
清
理
簡
報
」
(
『考
古
通
訊
』
一
九
五
七
-
四
)
*
(
36
)
天
津
市
文
物
管
理
処
考
古
隊
「
武
清
東
漢
鮮
于
瑪
墓
」
(『
考
古
一
=
一
一
二
学
報
』
一
九
八
ニ
ー
三
)
*
(
37
)
W
ilm
a
F
a
irb
a
n
k
.
ib
id
°
(
38
)
佐
原
康
夫
「
漢
代
祠
堂
画
像
考
」
(前
掲
)
(
39
)
塚
田
康
信
・
和
田
圭
壮
「
高
句
麗
壁
画
古
墳
の
墓
誌
に
つ
い
て
」
(
『
広
島
文
教
女
子
大
学
紀
要
』
人
文
・
社
会
科
学
編
二
五
)
一
九
九
〇
年
(40
)
井
上
秀
雄
『古
代
東
ア
ジ
ア
の
文
化
交
流
』
溪
水
社
一
九
九
三
年
二
五
八
～
二
六
五
、
三
三
七
～
八
、
三
八
二
～
三
八
五
頁
。
(41
)
浜
田
耕
策
「高
句
麗
広
開
土
王
陵
否
定
論
の
再
検
討
」
(『
朝
鮮
学
報
』
一
一
九
・
1
二
O
)
1
九
八
六
年
(
42
)
耿
鉄
華
『好
太
王
碑
新
考
』
(前
掲
)
九
六
～
一
〇
〇
頁
お
よ
び
=
二
六
～
=
二
九
頁
。
*
(
43
)
信
立
祥
「
論
漢
代
的
墓
上
祠
堂
及
其
画
像
」
南
陽
漢
代
画
像
石
学
術
討
論
会
弁
公
室
編
『
漢
代
画
像
石
研
究
』
文
物
出
版
社
一
九
八
七
年
*
信
立
祥
『
中
国
漢
代
画
像
石
の
研
究
』
同
成
社
一
九
九
六
年
と
く
に
後
者
は
大
部
の
論
考
で
あ
る
が
、
二
四
四
頁
で
、
漢
代
の
「墓
上
祠
堂
」
に
対
し
て
の
端
的
な
表
現
と
し
て
、
画
像
石
墓
の
「地
下
墓
室
の
真
上
の
墳
丘
の
麓
に
建
て
ら
れ
た
墓
地
の
祠
堂
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
(
4
)
武
田
幸
男
『
高
句
麗
史
と
東
ア
ジ
ア
』
(前
掲
)
五
六
頁
。
(
45
)
武
田
幸
男
『
高
句
麗
史
と
東
ア
ジ
ア
』
(前
掲
)
五
四
～
五
五
頁
。
(
46
)
李
成
市
「
表
象
と
し
て
の
広
開
土
王
碑
文
」
(『
思
想
』
八
四
二
)
一
九
九
四
年
、
同
・
「
広
開
土
王
碑
の
立
碑
目
的
と
高
句
麗
の
守
墓
制
L
(
『高
句
麗
研
究
』
2
)
一
九
九
四
年
*
(47
)
松
原
孝
俊
「
神
話
学
か
ら
み
た
『広
開
土
王
碑
文
』
」
(
『朝
鮮
学
報
』
一
四
五
)
一
九
九
二
年
(
48
)
出
水
慈
子
「
口
承
の
荷
担
者
-
古
代
ケ
ル
ト
、
古
代
日
本
、
西
ア
フ
リ
カ
(
バ
ン
バ
ラ
、
フ
ル
ベ
)
の
事
例
に
つ
い
て
」
(
『
大
東
文
化
大
学
紀
要
』
三
二
)
一
九
九
四
年
池
田
源
太
『伝
承
文
化
論
考
』
角
川
書
店
一
九
五
八
年
な
ど
。
(
49
)
福
宿
南
嶋
氏
は
「
遷
就
山
陵
」
の
「
就
」
を
「
敦
」
字
と
み
て
、
こ
の
部
分
を
「
敦
九
山
陵
に
遷
す
」
と
釈
読
す
る
が
、
そ
れ
以
外
の
研
究
者
は
、
ほ
ぼ
「就
」
と
読
ん
で
一
致
を
み
て
い
る
。
福
宿
南
嶋
「好
太
王
碑
文
を
読
む
」
(前
掲
)
ま
た
、
「
以
示
後
世
」
の
「
示
」
は
か
つ
て
横
井
忠
直
や
今
西
龍
に
よ
っ
て
「
永
」
と
読
ま
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
「
示
」
と
し
て
確
定
を
み
て
い
る
。
横
井
忠
直
「
高
句
麗
好
太
王
碑
文
」
(
『会
余
録
』
第
五
集
)
一
八
九
九
年
今
西
龍
「広
開
土
境
好
太
王
陵
碑
に
就
い
て
」
(前
掲
)
(
50
)
浜
田
耕
策
「高
句
麗
広
開
土
王
碑
碑
文
の
研
究
-
碑
文
の
構
造
と
史
臣
の
筆
法
を
中
心
と
し
て
」
(
『朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
』
一
一
)
一
九
七
四
年
五
〇
頁
。
な
ど
(
51
)
武
田
幸
男
『高
句
麗
史
と
東
ア
ジ
ア
』
(前
掲
)
四
一
頁
。
(
52
)
武
田
幸
男
『高
句
麗
史
と
東
ア
ジ
ア
』
(前
掲
)
そ
れ
ぞ
れ
四
一
頁
、
三
六
頁
、
三
七
頁
、
三
八
頁
、
三
九
頁
。
(
53
)
門
田
誠
一
「
瓦
か
ら
み
た
高
句
麗
の
守
墓
制
と
領
域
支
配
」
(
『
文
化
史
学
』
四
七
)
一
九
九
一
年
(54
)
こ
の
部
分
に
つ
い
て
の
直
接
的
な
解
釈
と
し
て
は
、
福
宿
南
嶋
氏
が
「
好
太
王
だ
け
が
、
(初
め
て
)
す
べ
て
の
歴
代
の
王
墓
の
近
い
所
に
、
こ
の
碑
を
立
て
守
墓
の
民
戸
を
刻
し
て
そ
の
間
違
い
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
」
と
端
的
に
ふ
れ
て
い
る
。
「
好
太
王
碑
文
を
読
む
」
(前
掲
)
(
5
)
浜
田
耕
策
「
好
太
王
碑
文
の
一
、
二
の
問
題
」
(
『歴
史
公
論
』
八
-
四
)
一
九
八
二
年
お
よ
び
「
高
句
麗
広
開
土
王
陵
否
定
論
の
再
検
討
」
(前
掲
)
(
56
)
金
賢
淑
「広
開
土
王
碑
を
通
し
て
み
た
高
句
麗
守
墓
人
の
社
会
的
性
格
」
(
『韓
国
史
研
究
』
六
五
)
一
九
八
九
年
*
(
57
)
武
田
幸
男
『高
句
麗
史
と
東
ア
ジ
ア
』
(前
掲
)
三
八
～
三
九
頁
。
お
よ
び
四
「
国
内
城
の
成
立
と
高
句
麗
「
国
」
L
(
58
)
武
田
幸
男
「
附
録
一
『
広
開
土
王
碑
文
』
釈
文
」
お
よ
び
「
附
録
二
『
広
開
土
王
碑
文
』
釈
読
」
(前
掲
)
(59
)
武
田
幸
男
「
国
内
城
の
成
立
と
高
句
麗
「
国
」
L
(
「
丸
都
・
国
内
城
の
史
的
位
置
」
の
う
ち
の
一
項
)
『高
句
麗
史
と
東
ア
ジ
ア
』
(前
掲
)
(
60
)
武
田
幸
男
「
丸
都
・
国
内
王
系
の
加
上
問
題
」
(「
高
句
麗
王
系
成
立
の
諸
段
階
」
の
う
ち
の
一
項
)
『高
句
麗
史
と
東
ア
ジ
ア
』
(前
掲
)
な
お
、
大
祖
大
王
(第
六
代
)
、
次
大
王
(第
七
代
)
、
新
大
王
(第
八
代
)
の
い
わ
ゆ
る
大
王
王
系
が
す
べ
て
架
上
さ
れ
た
と
み
る
説
と
し
て
は
、
津
田
左
右
吉
、
池
内
宏
の
見
解
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
池
内
宏
「
高
句
麗
王
家
の
上
世
の
世
系
に
つ
い
て
」
(原
載
は
高
句
麗
王
陵
域
に
お
け
る
広
開
土
王
碑
の
相
対
的
位
置
『東
亜
学
』
三
一
九
四
〇
年
)
池
内
宏
「高
句
麗
の
建
国
伝
説
と
史
上
の
事
実
」
(原
載
は
『東
洋
学
報
』
二
八
-
二
一
九
四
一
年
)
『満
鮮
史
研
究
』
上
世
編
祖
国
社
一
九
五
一
年
津
田
左
右
吉
「三
国
史
記
高
句
麗
紀
の
批
判
」
(原
載
は
『満
鮮
地
理
歴
史
研
究
報
告
』
九
一
九
二
二
年
)
『津
田
左
右
吉
全
集
』
十
二
岩
波
書
店
一
九
六
四
年
こ
れ
に
対
し
て
三
品
彰
英
の
反
論
が
出
さ
れ
て
い
る
。
三
品
彰
英
「三
国
史
記
高
句
麗
本
紀
の
原
典
批
判
」
(『大
谷
大
学
研
究
年
報
』)
一
九
五
三
年
⑪
武
田
幸
男
「高
句
麗
王
系
成
立
の
諸
段
階
」
「丸
都
・
国
内
城
の
史
的
位
置
」
『高
句
麗
史
と
東
ア
ジ
ア
』
(前
掲
)
⑫
鳥
居
龍
蔵
「南
満
洲
調
査
報
告
」
(前
掲
)
⑬
西
谷
正
「高
句
麗
王
陵
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
」
(『史
淵
』
=
二
四
)
一
九
九
七
年
⑭
武
田
幸
男
「国
内
城
の
成
立
と
高
句
麗
「国
」L
(「丸
都
・
国
内
城
の
史
的
位
置
」
の
う
ち
の
一
項
)
『高
句
麗
史
と
東
ア
ジ
ア
』
(前
掲
)
⑮
浜
田
耕
策
「高
句
麗
広
開
土
王
陵
墓
比
定
論
の
再
検
討
」
(前
掲
)
(末
尾
に
*
を
つ
け
た
も
の
は
外
国
文
)
図
出
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図
1
-
1
、
2
と
も
方
起
東
・
林
至
徳
「集
安
洞
溝
両
座
樹
立
石
碑
的
高
句
麗
古
墓
」
(『考
古
与
文
物
』
一
九
八
三
1
二
)
一
一
三
=
四
x
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2
fig
°①
付
記本
稿
の
内
容
の
一
部
は
第
9
回
東
ア
ジ
ア
古
代
史
・
考
古
学
研
究
会
(
一
九
九
七
年
十
二
月
六
日
、
於
"
同
志
社
新
島
会
館
)
で
口
頭
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
お
り
、
福
岡
大
学
・
小
田
富
士
雄
、
東
京
大
学
・
早
乙
女
雅
博
、
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
・
松
井
忠
春
、
名
古
屋
市
見
晴
台
考
古
資
料
館
・
木
村
光
一
を
は
じ
め
と
し
た
諸
先
生
よ
り
、
ご
助
言
と
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
末
筆
な
が
ら
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。
本
稿
は
一
九
九
八
年
度
佛
教
大
学
特
別
研
究
費
の
給
付
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
